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平成25年度
足寄町の主要事業

本年度はこんな仕事をします

平
成
25
年
度
の
足
寄
町
予
算
の
中
か
ら
主
な

事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
予
算
総
額

�

１
２
９
億
９
，
８
８
５
万
８
千
円�

（
内　

訳
）

　

一
般
会
計

�

84
億
３
，
８
１
６
万
５
千
円

　

特
別
会
計

�

30
億
２
，
８
６
４
万
３
千
円

　

企
業
会
計

�

15
億
３
，
２
０
５
万
０
千
円

主
な
事
業

（
一
般
会
計
）

高
齢
者
等
複
合
施
設
整
備
事
業

地
域
活
性
化
推
進
事
業

街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

緊
急
雇
用
創
出
事
業

防
災
資
機
材
倉
庫
建
設
事
業

足
寄
高
等
学
校
通
学
者
補
助
事
業

足
寄
高
等
学
校
振
興
会
補
助
金

里
見
が
丘
公
園
整
備
事
業

地
籍
調
査
事
業

森
林
公
有
化
整
備
事
業

�

３
億
８
，
４
６
２
万
９
千
円

　

医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
在
宅
支
援
の
中
核

を
担
う
高
齢
者
等
複
合
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
役
場
庁
舎
北
側
用
地
を
取

得
し
「
小
規
模
多
機
能
施
設
・（
仮
称
）
地

域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
」
の
新
築
工
事
、
外

構
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

�

２
，
３
０
０
万
２
千
円

・
住
環
境
整
備
補
助
金

　

定
住
人
口
の
確
保
と
地
域
経
済
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
町
内
業
者
等
に
よ
り
住
宅
を

新
築
・
増
改
築
・
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
な

ど
を
行
う
方
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金

　

住
民
活
動
団
体
が
自
主
的
に
行
う
活
動
を

支
援
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
と
住
民
が
よ
り
主
体
性
を
発
揮
で
き
る

ま
ち
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

�

３
，
０
３
１
万
５
千
円

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
や
二
酸
化

炭
素
削
減
に
よ
る
環
境
へ
の
配
慮
の
た
め
、

街
路
灯
の
灯
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。

�

６
２
２
万
３
千
円

　

国
の
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
道
が
基
金
を

造
成
し
、
市
町
村
の
雇
用
創
出
事
業
に
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
介
護
・
福
祉
人
材
育
成
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

�

４
，
４
６
７
万
２
千
円

　

防
災
備
蓄
品
や
資
機
材
を
保
管
す
る
た
め

の
倉
庫
を
役
場
庁
舎
北
側
車
庫
に
隣
接
し
て

建
設
し
ま
す
。

�

７
９
４
万
９
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
へ
通
学

費
や
入
学
一
時
金
、
見
学
旅
行
等
へ
の
補
助

を
行
い
ま
す
。

�

３
７
９
万
９
千
円

　

足
寄
高
等
学
校
の
充
実
振
興
に
寄
与
す
る

支
援
や
協
力
体
制
の
確
立
、
教
育
の
振
興
と

間
口
維
持
に
係
る
学
校
Ｐ
Ｒ
と
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
進
学
指
導
を
強
化
す
る
た
め
の
費
用

に
加
え
、
部
活
動
へ
の
支
援
と
し
て
大
会
遠

征
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

�

３
，
６
３
８
万
８
千
円

　

里
見
が
丘
公
園
内
の
便
所
整
備
工
事
、
キ

ャ
ン
プ
場
便
所
の
水
洗
化
工
事
、
フ
ラ
ワ
ー

園
造
成
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

�

７
，
０
０
７
万
５
千
円

　

地
籍
の
明
確
化
と
土
地
の
高
度
利
用
を
図

る
た
め
、
未
調
査
地
区
の
地
籍
測
量
を
行
い

ま
す
。

�

２
０
０
万
０
千
円

　

本
町
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
森
林
の
保
全

お
よ
び
木
材
資
源
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

た
め
、
伐
採
等
で
発
生
し
た
民
有
林
未
立
木

地
を
購
入
し
、
公
有
化
を
図
り
ま
す
。

ウッドキャンドルナイト２０１３

町民ボランティアの森づくり

里見が丘公園フラワー園

足寄高等学校野球部

（
特
別
会
計
）

公
共
下
水
道
管
渠
等
整
備

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
　
　
　
　

器
械
備
品
購
入
等

（
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
）

�

１
億
４
，
７
６
０
万
０
千
円

　

管
渠
新
設
工
事
（
寺
前
通
等
９
１
５
ｍ
）

や
管
渠
実
施
調
査
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

�

５
，
２
４
７
万
９
千
円

　

内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
医
療
機
器
の
購

入
や
人
工
透
析
棟
外
構
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業

（
足
寄
都
市
計
画
足
寄
市
街
地
区

　
　
　

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
）

�

１
億
３
，
７
７
０
万
８
千
円

　

区
画
道
路
、
中
央
通
等
の
整
備
工
事
や
移

転
補
償
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

（
企
業
会
計
）

配
水
管
移
設
・
拡
張
工
事

（
上
水
道
事
業
会
計
）

�

７
，
１
５
６
万
６
千
円

　

道
路
改
良
工
事
等
に
伴
う
排
水
管
の
移
設
・

拡
張
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
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４
月
２
日
（
１
日
目
）

　

午
前
10
時
15
分
、
訪
問
団
が
足
寄
町
に
到

着
。
早
速
、
足
寄
へ
の
訪
問
記
念
と
し
て
足

型
工
房
で
足
型
採
取
を
体
験
し
、
団
員
か
ら

「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
み
た
い
�
」
と
喜
び
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
役
場
庁
舎
を
訪
れ
、
安
久
津
勝
彦
町

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
安
久
津
町
長
と

グ
ラ
デ
ィ
ス
団
長
が
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た

後
、
ソ
ウ
ヤ
・
レ
グ
ニ
ア
さ
ん

か
ら
安
久
津
町

長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
歓
迎
夕
食
会
が
町
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

町
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
初
め
に
安
久
津
町
長
が
「
４
日
間
と
い

う
短
い
滞
在
で
す
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
足
寄
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
良
い
思

い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
足
寄
雌

阿
寒
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
和
太
鼓
や
藤
間
流

足
寄
藤
真
会
に
よ
る
日
本
舞
踊
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
訪
問
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
ギ
タ
ー

や
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

４
月
３
日
（
２
日
目
）

　

訪
問
団
は
、
足
寄
中
学
校
や
足
寄
高
等
学

校
を
訪
問
し
た
り
、
習
字
や
和
太
鼓
、
弓
道

な
ど
の
日
本
文
化
を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

足
寄
中
学
校
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
と

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
汗
を
流
し
た
ほ
か
、
足
寄
高

等
学
校
で
は
茶
道
を
体
験
。
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
、
団
員
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
茶

碗
を
口
に
運
ん
で
い
ま
し
た
。

４
月
４
日
（
３
日
目
）

　

夕
方
ま
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に

自
由
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
団
員
た
ち
は

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
帯
広
市
内
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、
阿
寒
湖
温

泉
な
ど
を
訪
れ
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
お
別
れ
夕

食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
訪
問
団
員
に
よ
る

お
別
れ
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
「
足
寄
に
来
る
前

に
広
島
や
京
都
な
ど
も
見
学
し
ま
し
た
が
、

足
寄
で
の
思
い
出
が
一
番
心
に
残
っ
て
い
ま

す
」「
日
本
語
が
話
せ
な
い
の
に
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

４
月
５
日
（
最
終
日
）

　

午
前
10
時
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
出
発
式

が
行
わ
れ
、
団
員
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
最
後
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
足

寄
町
を
後
に
し
ま
し
た
。

４
月
２
日
か
ら
５
日
ま
で
、
中
学
生
７
人
と
高
校
生
７
人
、
グ
ラ

デ
ィ
ス
・
マ
ジ
ェ
ル
ス
キ
ー
団
長
や
ビ
ル
・
エ
リ
オ
ッ
ト
市
長
ら

引
率
４
人
の
計
18
人
の
訪
問
団
が
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら

中
学
生
・
高
校
生
訪
問
団
が
来
町

バレーボールで交流（足寄中学校）

弓道体験

足型採取

雌阿寒太鼓体験

書道体験

ウェタスキウィン市訪問団　※敬称略

氏　　　　　　名
ホスト

ファミリー

グエンダリン・ウィルソン 中学３年 坂見　　明

ソウヤ・レグニア 中学３年 久米　　篤

ローレン・スタシュコ 中学３年
村上　賢治

オータム・ニカーソン 中学３年

エミリー・オレット 中学３年
丸山　一人

タバサ・ウォレス 高校２年

カーリー・ポッドリツキ 中学３年
飯沼　聖広

シドニー・アチソン 高校２年

テイラー・ガーディナー 中学３年
新津　昭則

ダリアン・ルチカ 高校３年

リアム・マーフィー 高校２年 山田　勝美

スターリング・ペリー 高校２年 櫻井　譲二

ザッカリー・セイントジャーメイン 高校２年 野崎　広幸

レイヴェン・ホワイトベア 高校３年 髙木　達二

ビル・エリオット

引　　率

本田　道弘

グレン・ルッカー 齋藤　健司

ダイアン・フェアハースト
横田　晋一

グラディス・マジェルスキー
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出会おう。
魅力あふれる足寄高等学校に！

楽
し
み
に
満
ち
た
学
び
を

　

高
校
時
代
は
「
自
分
の
人
生
」
に
つ
い
て
、

最
も
時
間
を
か
け
て
考
え
ら
れ
る
貴
重
な
時

間
で
す
。
勉
強
を
た
だ
単
に
「
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
」
と
し
て
捉
え
る
と
苦
痛
に

感
じ
ま
す
が
、
将
来
の
目
標
や
夢
を
持
つ
こ

と
で
「
必
要
な
も
の
」
と
な
り
、
毎
日
の
授

業
や
家
庭
学
習
が
充
実
し
ま
す
。

　

足
寄
高
校
に
は
、
生
徒
一
人
一
人
の
将
来

に
つ
い
て
一
緒
に
一
生
懸
命
考
え
て
く
れ
る

先
生
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
１ 

基
礎
・
基
本
を

　

ぬ
か
る
ん
だ
地
面
で
は
高
く
飛
べ
な
い
よ

う
に
、
基
礎
・
基
本
が
理
解
で
き
て
い
な
け

れ
ば
学
習
は
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
。
徹

底
し
た
基
本
事
項
の
復
習
を
行
う
こ
と
で
、

高
校
の
学
習
内
容
へ
と
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
２ 

教
育
課
程

　

未
来
の
選
択
肢
を
広
げ
る
教
育
課
程
と
し

て
、
２
年
次
に
３
単
位
分
、
３
年
次
に
12
単

位
分
（
選
択
Ⅰ
～
Ⅳ
）
の
幅
広
い
選
択
科
目

を
設
置
し
、
生
徒
の
希
望
に
沿
う
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

国
公
立
・
難
関
私
立
大
学
の
合
格
を
目
指

し
た
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
や
専
門
学
校
・
就

職
に
も
対
応
で
き
る
科
目
配
置
を
し
て
い
ま

す
。

将
来
の
自
分
を

　

自
分
は
将
来
何
を
し
た
い
の
か
、
何
に
な

り
た
い
の
か
を
良
く
考
え
ず
に
大
学
を
選
び
、

大
学
卒
業
後
に
将
来
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

足
寄
高
校
で
は
、
２
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
、
職
業
観
や
幅
広
い
視
野
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
教
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
少
人
数
校

の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し
た
個
人
指

導
を
行
う
こ
と
で
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

だ
け
の
道
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

進
学
合
宿

　

２
泊
３
日
の
合
宿

各
種
講
習

　

夏
期
・
冬
期
講
習
は
英
数
国
の
主
要
３
教
科

を
、
週
３
回
行
わ
れ
る
放
課
後
講
習
で
は
英
数

国
の
基
礎
の
徹
底
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

資
格
と
模
試

　

模
試
・
検
定
試
験
は
全
員
無
料
で
受
検
で
き
、

漢
検
・
数
検
・
英
検
・
簿
記
・
情
報
処
理
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
資
格
の
取
得
が
で
き
ま
す
。

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

進
路
相
談
会
や
保
護
者
説
明
会
等
で
、
迅
速

な
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
活
の
思
い
出
は

　

高
校
生
活
を
彩
り
豊
か
に
す
る
学
校
行
事
。

足
寄
高
校
の
特
色
は
こ
こ
に
現
れ
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
観
岳
祭
」
は
、
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、

町
の
人
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ス
の
力
を
結
集
し
、
巨
大
な
山
車
制
作
、

手
作
り
衣
装
を
ま
と
っ
て
の
パ
レ
ー
ド
や
ダ

ン
ス
、
き
っ
と
心
か
ら
「
感
動
」
が
沸
き
起

こ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

前
期

４
月　

入
学
式
・
対
面
式

５
月　

高
体
連
・
高
野
連
地
区
大
会

６
月　

中
間
考
査
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

高
野
連
夏
季
大
会

７
月　

観
岳
祭
、
夏
期
講
習

８
月　

実
力
テ
ス
ト
・
学
校
説
明
会

９
月　

九
州
大
学
進
学
座
談
会
、期
末
考
査
、

　
　
　

体
育
祭
、
競
歩
大
会

後
期

11
月　

見
学
旅
行
、
九
州
大
学
北
海
道
演
習

　
　
　

林
実
習

12
月　

中
間
考
査
、
冬
期
講
習

１
月　

実
力
テ
ス
ト
、
全
校
教
育
相
談
、

　
　
　

卒
業
考
査
、
進
学
合
宿

２
月　

宿
泊
研
修
、
学
年
末
考
査
、

　
　
　

同
窓
会
入
会
式

３
月　

卒
業
式

全
国
大
会
も
夢
じ
ゃ
な
い

　

足
寄
高
校
に
は
体
育
系
９
つ
、
文
化
系
７

つ
の
部
が
あ
り
、
日
々
熱
の
こ
も
っ
た
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

体
育
系

硬
式
野
球
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
、
弓
道

部
、
剣
道
部
、
陸
上
競
技
部
、
サ
ッ
カ
ー
同

好
会
、
卓
球
部

文
化
系

茶
道
部
、
演
劇
部
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
、
吹

奏
楽
局
、
放
送
部
、
新
聞
局
、
自
然
科
学
研

究
会

授業風景

進路合宿

沖縄での見学旅行 観岳祭

宿泊研修

弓道部
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地
元
高
校
の
存
続

　

町
で
は
、
足
寄
高
校
の
存
続
を
図
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
足
寄
高
校
に
入
学
し
た
と
き
や

見
学
旅
行
時
の
一
時
金
、
遠
距
離
通
学
（
片

道
６
㎞
以
上
）
や
町
内
に
下
宿
す
る
場
合
に

対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
公
共
交
通
機
関

　

定
期
購
入
代
金
全
額

●
下
宿
代

　

月
額
３
０
，
０
０
０
円
ま
で
（
２
／
３
限
度
）

●
自
家
用
車
で
の
送
迎

　

月
額
２
，
０
０
０
円

●
入
学
時
補
助
金�

３
０
，
０
０
０
円

●
見
学
旅
行
時
補
助
金�

３
０
，
０
０
０
円

　

例
え
ば
、
同
会
が
行
う
進
学
合
宿
や
検
定

試
験
、
模
擬
試
験
へ
の
補
助
、
九
州
大
学
と

の
進
学
座
談
会
な
ど
の
学
力
向
上
や
進
路
指

導
の
取
り
組
み
に
対
し
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
部
活
動
に
関
す
る
消
耗
品
・
用
具
等

の
購
入
や
大
会
遠
征
費
へ
の
支
援
の
ほ
か
、

学
校
Ｐ
Ｒ
紙
の
印
刷
な
ど
に
対
し
て
も
補
助

を
行
い
、
足
寄
高
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

公
立
高
等
学
校
配
置
計
画

足
寄
高
校
の
将
来
を
左
右
す
る
公
立
高
等
学

校
配
置
計
画
と
は

　

こ
の
計
画
は
、
北
海
道
教
育
委
員
会
が
高

校
進
学
希
望
者
数
に
見
合
っ
た
定
員
を
確
保

す
る
た
め
、
中
学
校
卒
業
者
数
の
状
況
を
踏

ま
え
、
生
徒
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
、
進
路

動
向
な
ど
に
対
応
し
た
学
校
・
学
科
の
配
置

や
規
模
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
策
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
、
１
学
級
の
定
員
を
40
人
に

定
め
、
募
集
定
員
を
下
回
る
場
合
の
取
り
決

め
な
ど
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

２
間
口
の
足
寄
高
校
は
、
募
集
定
員
が
80

人
で
す
が
、
入
学
者
数
が
41
人
を
切
る
と
、

自
動
的
に
間
口
が
１
間
口
に
削
減
さ
れ
、
次

年
度
以
降
の
募
集
定
員
の
減
少
や
将
来
的
に

地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
校
な
ど
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

足
寄
高
校
生
を
海
外
派
遣

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
足
寄
高
校
生

を
友
好
姉
妹
都
市
の
カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ

ウ
ィ
ン
市
へ
派
遣
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、
新
た

な
世
界
に
挑
戦
す
る
生
徒
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
魅
力
あ
る
足
寄
高
校
づ
く
り
の
大

き
な
起
爆
剤
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
新

１
年
生
全
員
を
派
遣
し
ま
す
。

　

派
遣
は
、
今
年
が
初
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
長
や
市
議
会
、
友
好

協
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
り
あ
る
取

り
組
み
に
な
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
中

高
生
と
の
交
流
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
は
カ
ナ
ダ
の
ア

ル
バ
ー
タ
州
に
あ
る
、
人
口
約
１
万
２
千

人
の
小
さ
な
街
で
す
。
面
積
は
カ
ナ
ダ
で

も
第
３
位
と
広
く
、
農
・
林
・
石
油
業
や

製
造
業
・
観
光
業
が
盛
ん
で
す
。
肥
沃
な

大
地
や
湖
に
囲
ま
れ
、
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
が
あ
る
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市
の
南

に
位
置
し
ま
す
。

文
化
の
多
様
性

－

先
住
民
族
の
ソ
ー
プ
ス

ト
ー
ン
の
彫
刻
、
ビ
ー
ズ
の
工
芸
品
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史

－

裁
判
所
や
市
役
所
、

給
水
塔
や
博
物
館
な
ど
歴
史
に
関
す
る
施

設
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
の
故
郷
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
所
で
す
。
文
化
、
ア
ウ
ト
ド
ア
、
ユ

ニ
ー
ク
な
歴
史
、
特
に
温
か
い
人
々
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
一
度
訪

ね
て
み
て
く
だ
さ
い
�

イ
ア
ン
の
ふ
る
さ
と
紹
介

　

も
う
一
つ
は
、
足
寄
高
等
学
校
振
興
会
が

行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
対
し
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ウェタスキウィン市訪問団が来校

国

際

交

流

を

新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す
（
４
月
１
日
付
）

人
事
交
流
（
４
月
１
日
付
）

植田　瑞希
総務課総務室

主事補

獅子内　瑛
住民課税務室

主　事

宮村　健斗
教育委員会

教育総務室主事

岩井　健治
建設課
参　事

林原あゆみ
総務課企画財政室

主　事

鈴木　謙太
建設課上下水道室

主事補

髙橋真由美
教育委員会

生涯学習室主事

川原　正博
北海道建設部
都市計画課へ

年
齢　

21
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

ド
ラ
イ
ブ
、
弓
道
、
読
書
、
写
真

「
小
さ
な
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
こ
の
町
で

働
け
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。〝
親

し
み
や
す
い
職
員
〟
を
目
指
し
、
町
民
の
方

の
目
線
に
立
っ
た
仕
事
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
」

年
齢　

24
歳　

出
身　

札
幌
市

趣
味　

読
書
、
水
泳

「
十
勝
は
両
親
の
出
身
地
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
よ
く
訪
れ
て
お
り
、
何
か
縁
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

23
歳　

出
身　

幕
別
町

趣
味　

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
映
画
鑑
賞

「
大
学
ま
で
ス
ケ
ー
ト
を
続
け
、
厳
し
い
こ

と
の
連
続
で
し
た
が
、
努
力
や
あ
い
さ
つ
、

感
謝
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

少
し
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、
足
寄
町
の
た

め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
」

年
齢　

51
歳　

出
身　

小
樽
市

趣
味　

旅
行
、
映
画
鑑
賞

「
道
路
や
都
市
公
園
、
下
水
道
な
ど
、

北
海
道
で
携
わ
っ
た
仕
事
を
足
寄
町
の

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」

年
齢　

24
歳　

出
身　

音
更
町

趣
味　

卓
球
、
台
湾
中
国
語
、
旅
行

「
自
分
の
任
さ
れ
た
仕
事
に
責
任
感
を
持
っ

て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
先
輩
方
に
少

し
で
も
近
付
け
る
よ
う
前
向
き
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

年
齢　

20
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

映
画
鑑
賞
、
散
歩
、
サ
ッ
カ
ー

「
足
寄
で
18
年
間
育
ち
、
札
幌
の
専
門
学
校

を
卒
業
し
て
今
年
か
ら
町
職
員
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
早
く
仕
事
を
覚
え
て

町
民
の
方
の
た
め
に
少
し
で
も
役
に
立
て
る

よ
う
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
」

年
齢　

30
歳　

出
身　

足
寄
町

趣
味　

旅
行
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

「
２
年
の
嘱
託
職
員
を
経
て
、
本
年
度
か
ら

新
規
採
用
職
員
と
な
り
ま
し
た
。〝
人
と
の

つ
な
が
り
〟
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
、
皆

さ
ん
と
同
じ
目
線
を
持
っ
た
職
員
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」

年
齢　

42
歳

「
先
進
的
な
政
策
や
事
業
展
開
の
実
例

を
習
得
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く

の
方
々
と
の
人
脈
を
築
き
、
足
寄
町
に

貢
献
で
き
る
よ
う
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
き
ま
す
」

北海道から北海道へ
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11

　町と本別警察署は暴力団等の排除に関する

合意書を取り交わしました。この調印式は４

月１日に足寄町暴力団排除条例を施行したこ

とを受けて行われたものです。今回の合意書

では暴力団等からの不当な影響を排除するた

め、町と本別警察署の相互の連絡・協議体制

の確立を図ることが定められています。

４.９ 安全な暮らしのために

　足寄町農業再生協議会主催による新規就農

者対面式が町内の飲食店で開催され、新規就

農家族や経営譲渡者などが出席しました。今

回新規就農したのは北野紘平さ
ん（31歳）一家

と矢野孝典さ
ん（33歳）一家の２家族。式では

同会の会長でもある安久津勝彦町長などがあ

いさつし、新規就農者を激励しました。

３.28 新規就農者を激励

４.４ 猟友会が残しを回収
　町と猟友会足寄支部（阿部正治支部長）の

会員15人が雪解けに合わせ、国道沿いの３カ

所でエゾシカの残し回収を行いました。この

日回収されたのは合わせて92頭。大雪による

餌不足で餓死したものや狩猟後に角や食用と

なる肉を切り取り、捨てたと思われるものも

数多く見られました。

３.26 演奏力を高く評価
　ロックバンド・ＵＶＥＲｗｏｒＩｄと音楽

雑誌ＧｉＧＳによるカバーコンテストのベー

ス部門で、島津京介君（18歳）が最高賞とな

る「Ｂａｓｓ賞ｆｒｏｍ信人」を受賞。同誌

３月号に写真とともに紹介されました。島津

君は「憧れの信人さ
んに認められたなんて信じ

られない」と喜びを語りました。

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

足
寄
町
に
は
町
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

３
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
本
原
理
と
す
る
日

本
国
憲
法
の
下
で
、
人
権
に
関
す
る
諸
制
度
の
整
備
や
諸
施
策

の
推
進
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
状
は
同
和
問
題
な
ど
社
会
的
身
分
や
門
地
に
よ

る
不
当
な
差
別
や
人
種
、
信
条
、
性
別
な
ど
に
よ
る
差
別
や
人

権
侵
害
が
存
在
し
、
ま
た
国
際
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
、
情
報

化
等
の
社
会
変
化
に
伴
い
、
人
権
に
関
す
る
新
た
な
課
題
も
生

じ
て
き
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
い
つ
で
も
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
離
婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や
借
地
借
家
等

の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、
幅
広
い
内
容
に
対
応
し
ま

す
。

　

学
校
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
皆
さ

ん
が
「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
感
じ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
難
し
い
手
続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
３
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
苦
情
そ
の
他
相
談
や
意
見
・ 

要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関
係
行
政
機
関
の
間
に
立
っ
て
、
公
正
・ 

中
立
の
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
ん
な
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
国
道
の
道
路
標
識
が
分
か
り
に
く
い

・
国
の
施
設
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し
い

・
年
金
の
書
類
が
送
ら
れ
て
こ
な
い

　

な
ど
の
苦
情
や
要
望
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
所
開
設

　

日　

時　

６
月
３
日
㈪　

午
後
１
時
～
３
時

　

場　

所　

足
寄
町
民
セ
ン
タ
ー

◆
釧
路
行
政
評
価
分
室
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

『
行
政
苦
情
１
１
０
番
』
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

行
政
へ
の
相
談
・
苦
情
は

行
政
相
談
委
員
へ

小　林　雅　子さ
ん

西町７　☎25－5931

國　見　　　勲さ
ん

南６－１　☎25－4545

西　野　　　勲さ
ん

南２－５　☎25－3808

先　崎　三　朗さ
ん

南１－４　☎25－4974

行政相談委員

人 権 擁 護 委 員
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足寄町国民健康保険病院

４．５　芽登保育所

４．８　芽登小学校

４．８　足寄高等学校

４．１　あしょろ保育園どんぐり

４．８　大誉地小学校

４．５　螺湾保育所

４．８　足寄中学校

４．５　上利別保育所

４．８　足寄小学校

入園・入所・入学おめでとう
４．８　螺湾小学校

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金

電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
は
「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」

「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」
と
思
う
方
な
ど
に
「
寄
附
金
」
を
通
し
て

足
寄
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金
は
、
ふ
る
さ

と
に
貢
献
ま
た
は
応
援
し
た
い
と
い
う
方
が
、

地
方
公
共
団
体
に
寄
附
を
し
た
場
合
、
２
，

０
０
０
円
を
超
え
る
額
に
つ
い
て
、
一
定
限

度
ま
で
住
民
税
と
所
得
税
が
控
除
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

昨
年
度
は
、本
町
に「
ゆ
か
り
の
あ
る
方
」「
思

い
出
の
あ
る
方
」、
足
寄
町
を
「
心
の
ふ
る

さ
と
」
と
思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
か
ら

「
地
域
医
療
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」「
自
然
環

境
の
保
全
に
使
っ
て
」
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
と
も
に
、
６
件
１
７
３
万
円
の
寄
附
が

あ
り
ま
し
た
。
頂
い
た
寄
附
金
は
「
ふ
る
さ

と
足
寄
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
し
、
地
域

産
業
や
観
光
の
振
興
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
を

守
る
事
業
な
ど
、
寄
附
さ
れ
た
方
の
意
向
に

沿
っ
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21
の

カ
リ
ヨ
ン
か
ら
流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
本
町

出
身
の
松
山
千
春
さ

ん

の
曲
を
追
加
し
た
り
、

伝
統
芸
能
団
体
で
あ
る
足
寄
雌
阿
寒
太
鼓
保

存
会
に
対
し
補
助
を
行
い
、
雌
阿
寒
太
鼓
の

修
理
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
積
み
立
て
た
基
金
を
活
用
し
、

町
の
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
応
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
は
、
発
電
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
、
発
電
施
設
等
が
所
在
す
る
市
町
村
に
対

し
、
地
元
の
福
祉
向
上
を
目
的
と
し
て
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
、
本
町
は
２
４
，
９
７
７
千
円
の
交

付
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
お
よ
び
住
民
の
健
康

促
進
を
図
る
た
め
、
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の
運
営

費
に
充
て
ま
し
た
。

申
込
先
・
詳
細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
４

ご寄附いただいた方を紹介します（受け付け順）

住　　所 氏　　名 寄 附 額

東京都練馬区 高橋　宏幸　様 1,500,000円

埼玉県春日部市 畠　　文七　様 100,000円

北海道札幌市 小川　　忠　様 10,000円

愛知県大府市 田内　卓也　様 10,000円

※公表を承諾された方のみ掲載しています。

地域福祉の
向上を図っています
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消費生活Ｑ＆Ａ

石井布美子消費生活相談員

第
６
回

おしえて、石井ちゃん！

　

突
然
電
話
を
か
け
て
き
て
、
健
康
食
品
や

カ
ニ
な
ど
の
生
鮮
食
品
の
売
り
込
み
が
し
つ

こ
い
、
強
引
に
購
入
さ
せ
ら
れ
た
な
ど
の
悪

質
な
電
話
勧
誘
販
売
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　

今
月
は
、
悪
質
な
電
話
勧
誘
販
売
に
関
す

る
注
意
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

✿
突
然
の
電
話
勧
誘
に
ご
用
心

　

初
め
て
の
電
話
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
以
前

に
も
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

な
ど
と
親
し
げ
に
話
し
掛
け
て
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
の
突
然
の
電
話
に
は

用
心
し
ま
し
ょ
う
。

✿
長
話
に
な
り
そ
う
な
ら
疑
っ
て

　

「
お
体
の
調
子
は
ど
う
で
す
か
」
な
ど
、

家
族
の
よ
う
に
心
配
し
た
り
、
同
情
し
た
り

す
る
こ
と
で
消
費
者
の
警
戒
心
を
緩
め
て
か

ら
、
勧
誘
を
始
め
ま
す
。

　

特
定
商
取
引
法
（「
特
商
法
」）
で
は
、
電

話
勧
誘
販
売
業
者
は
、
勧
誘
が
目
的
で
あ
る

旨
を
最
初
に
告
げ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
長
話
は
禁
物
。
相
手
の
話
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

✿
し
つ
こ
い
勧
誘
に
は
毅
然
と
し
た
対
応
を

　

長
時
間
、
あ
る
い
は
何
度
も
電
話
で
話
し

て
い
る
と
、
電
話
勧
誘
販
売
業
者
の
営
業
員

に
親
近
感
を
覚
え
、
迷
惑
と
感
じ
に
く
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
業
者
が
電
話
し
て

く
る
の
は
商
品
を
販
売
す
る
た
め
で
す
。

　

特
商
法
で
、
客
観
的
に
見
て
消
費
者
が
迷

惑
を
覚
え
る
よ
う
な
勧
誘
を
「
迷
惑
勧
誘
」

と
し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。
し
つ
こ
い
勧
誘

や
迷
惑
な
勧
誘
に
は
、
思
い
切
っ
て
電
話
を

切
る
こ
と
が
有
効
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

✿
遠
慮
は
無
用
。
断
る
と
き
は
は
っ
き
り
と 

　

電
話
勧
誘
販
売
業
者
の
営
業
員
は
話
術
の

プ
ロ
。
消
費
者
が
「
要
り
ま
せ
ん
」
と
断
っ

て
も
、
会
話
が
途
切
れ
な
い
よ
う
次
々
と
話

し
掛
け
て
、
勧
誘
の
隙
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

特
商
法
で
は
、
電
話
勧
誘
販
売
業
者
の
再

勧
誘
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
が
一
度

「
要
ら
な
い
」
と
断
っ
た
場
合
、
業
者
は
再

勧
誘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
な
い

場
合
に
は
、
早
め
に
断
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

「
家
事
で
忙
し
い
」
な
ど
と
曖
昧
な
言
葉
で

断
る
と
、
業
者
が
再
度
電
話
を
か
け
る
口
実

を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

✿
「
試
供
品
」
に
油
断
し
な
い
で

　

購
入
を
た
め
ら
う
消
費
者
に
対
し
「
ま
ず

は
試
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
試
供
品
を
勧
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
数
千
円
程
度
な
ら
と
、

安
易
に
購
入
す
る
と
次
々
と
高
額
商
品
の
勧

誘
を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
購
入
を
た

め
ら
う
の
な
ら
、
最
初
か
ら
試
供
品
も
購
入

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

✿
断
り
き
れ
ず
、
購
入
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

電
話
勧
誘
販
売
で
は
、
特
商
法
に
よ
り
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契
約
解
除
）
が
で
き
ま

す
。
業
者
に
不
実
を
告
げ
ら
れ
て
い
た
り
、

法
定
書
面
に
不
備
が
あ
っ
た
り
な
ど
の
場
合

に
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て

い
て
も
契
約
解
除
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

✿
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
、
声
掛
け
と
心
配
り
を

　

悪
質
な
業
者
は
、
消
費
者
が
抱
く
健
康
不

安
や
寂
し
さ
を
利
用
し
ま
す
。
一
人
で
孤
立

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

あ
な
た
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
！

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
場
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
町
長
お
よ
び
行
政
と
の
直
接
対
話
の

場
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
る
場
で

す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開

催
要
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　
　

象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
23
地

区
）
単
位
の
住
民
お
よ
び
各
種
団
体
の
構
成

員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
と
は
、
社
会
教
育

関
係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び

他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
開
催
し
ま
す
。

テ

ー

マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん

な
内
容
の
意
見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設

定
し
て
く
だ
さ
い
。

内　
　

容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
す
。
テ
ー
マ
に
則
さ

な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
で

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会

場
等
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し

ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
５

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

２
４
８
８

人
と
つ
な
が
る
、
未
来
が
ひ
ろ
が
る
～
老
人
ク
ラ
ブ
を
訪
ね
て

第
２
回
「
旭
町
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
」

　

今
回
訪
れ
た
旭
町
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
は
、
平
成
８
年
に
設
立
さ
れ
た
町
内

で
最
も
新
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
で
、
現
在
１

０
３
人
の
会
員
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
親
睦
と
融
和
。

み
ん
な
が
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
が
大
事
」

と
語
る
大
塚
利
夫
会
長
。
そ
の
言
葉
通
り
、

昼
食
時
に
は
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
皆

さ
ん
仲
良
く
談
笑
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
安
否
確
認
や
旭
町
母
と
子
の
家

の
花
壇
整
備
の
ほ
か
、
同
じ
地
域
に
暮
ら

す
子
ど
も
た
ち
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
る
な
ど
、
旭
町
地
区
全
体
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

大
塚
会
長
は
「
も
と
も
と
自
分
は
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
に
出
て
歩
く
方
で
は
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
知
り
合
い
に
誘
わ
れ
て
入

っ
た
ら
、
結
構
楽
し
く
て
。
み
ん
な
と
カ

ラ
オ
ケ
や
卓
球
や
っ
て
楽
し
い
よ
」
と
加

入
し
た
き
っ
か
け
を
話
し
、「
楽
し
い
高

齢
者
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
一

度
参
加
し
て
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

会　

場　

旭
町
母
と
子
の
家

例　

会　

毎
月
10
日

ク
ラ
ブ　

卓
球
、
カ
ラ
オ
ケ
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
、
室
内
ゲ
ー
ム
、
川
柳
、

や
す
ら
ぎ
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

行　

事　

定
期
総
会
、
忘
年
会
、
新
年
会
、

厚
生
旅
行
な
ど

入
会
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�

副
会
長　

廣
井
さ
ん

☎
25

－

４
１
６
１

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

注

意

す

べ

き

ポ

イ

ン

ト

し
て
い
る
消
費
者
の
場
合
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
て
も
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
被

害
が
大
き
く
な
り
や
す
い
も
の
で
す
。

　

家
族
や
ご
近
所
同
士
な
ど
と
の
日
ご
ろ
か

ら
の
積
極
的
な
交
流
や
互
い
の
気
配
り
が
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

被
害
の
金
額
が
小
さ
く
て
も
泣
き
寝
入
り

せ
ず
、
消
費
生
活
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
家
族
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
消
費
者
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
！

　

５
月
１
日
か
ら
新
し
く
消
費
生
活
相

談
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。
石
井
相
談
員

と
も
ど
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
こ
の
度
、
新
し
く
消
費
生
活
相
談
員

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
消
費

生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
真

摯し

に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

髙安ユミ子
消費生活相談員
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冬
の
演
習
林
を
歩
く
と
、
葉
を

落
と
し
た
灰
色
の
木
々
が
寒

そ
う
に
立
っ
て
い
ま
す
。
春
が
近
づ

く
と
、
こ
れ
ら
の
木
々
の
幹
の
周
り

に
、
雪
解
け
の
丸
い
穴
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
根
開
け
な
ど
と
呼
ば
れ
、
北

国
の
春
の
風
物
詩
で
す
。
幹
の
周
り

の
雪
が
早
く
解
け
る
主
な
理
由
は
、

ど
ん
な
に
暖
か
く
な
っ
て
も
雪
の
表

面
温
度
が
０
℃
で
保
た
れ
る
の
に
対

し
て
、
幹
の
表
面
は
日
差
し
を
吸
収

し
て
温
度
が
上
昇
し
や
す
い
た
め
、

雪
面
と
大
き
な
温
度
差
が
生
じ
る
こ

と
で
す
。
温
度
の
高
い
幹
か
ら
は
遠

赤
外
線
が
放
出
さ
れ
、
周
り
の
雪
を

第85回『根開け』

（九州大学北海道演習林林長　久米篤）

氷点下でも幹の周りの雪が解けている（２月）

解
か
し
ま
す
。
日
差
し
を
吸
収
す
る

棒
が
雪
の
中
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
、
枯
れ
木
で
も
電
信
柱

で
も
、
晴
れ
の
日
が
続
く
と
そ
の
周

り
の
雪
解
け
（
昇
華
）
が
早
ま
り
ま

す
。
表
面
が
黒
い
ほ
ど
日
射
を
吸
収

し
て
温
度
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
実

際
の
樹
木
の
幹
は
白
っ
ぽ
い
も
の
が

多
い
で
す
。
地
面
が
凍
っ
て
根
か
ら

水
が
吸
収
で
き
な
い
間
は
、
幹
だ
け

が
温
め
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は〝
口
座
振
替
〟が
お
得
で
す
！

み
ん
な
の
国
民
年
金

日　時　５月12日㈰　午前10時

場　所　義経の里本別公園

内　容

　・ニジマス放流・つり

　・ジャンボ義経鍋

　・ふわふわランド

　・モデル撮影会

　・各種芸能　など

詳　細

　実行委員会事務局（本別町役場企画振興課商

工観光・元気まち担当）� ☎２２－２１４１

第55回本別山渓つつじ祭り ふるさと銀河線りくべつ鉄道のご案内

　ふるさと銀河線りくべつ鉄道の営業が始まり

ました。本年度は、新たにトロッコ用線路が直

線コースから周回コースにリニューアルされる

予定となっています。皆さんのご来場をお待ち

しています。

期　間　10月27日㈰まで

日　時　第２・第４土曜日、日曜日

その他

※気動車乗車体験、運転体験Ｓコース、トロ

ッコ乗車体験が楽しめます。

※お盆、町内イベントの時には臨時営業が予

定されています。

※Ｌ・銀河コース（完全予約制）については

お問い合わせ下さい。

詳　細� ふるさと銀河線りくべつ鉄道

� ☎２７－２２４４

お知らせ
防災マスターになって、あなたも活躍しませんか？

　台風、地震などの自然災害を防ぐことはできませんが、日ごろから災

害への対策や心構えを身に付けることで被害を最小限に抑えることがで

きます。そのためには、平常時には災害に備え、災害時には身の安全を

守るよう行動することが大切です。

　北海道では防災に対する心構えなどを多くの方に知っていただくため、

ボランティアにより地域の防災活動に取り組んでもらったり、災害時の

声掛けキーマンとなってもらったりする「北海道地域防災マスター」を

募集します。

地域防災マスターの活動例（できる範囲で活動をお願いします）

［平常時の活動例］

・自主防災組織結成や参加の呼び掛け

・地域の防災訓練、防災研修会への参加

［災害時の活動例］

・自主防災組織や近隣住民と連携協力して行う初期消火、負傷者等の救

出、救助� など

　更に詳しい情報や研修会の日程、応募用紙はホームページなどから入

手できます。

北海道庁地域防災ホームページ

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/bsb/bosai_top.htm
詳　細� 北海道総務部危機対策局危機対策課防災グループ

� ☎０１１－２０４－５００８

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

新入学の小学１年生へ

・足寄ライオンズクラブ（井

脇昌美会長）から

� ランドセルカバー

・足寄ロータリークラブ（家

常尚詞会長）から

� 防犯ベル

・足寄町交通安全協会（斉須

元長会長）から

� 色鉛筆、塗り絵

・足寄町交通安全協会女性ド

ライバー支部（齋藤道代支

部長）から� 鉛筆

・足寄町商工会女性部（久保

眞知子部長）から� 鉛筆

・帯広建設業協会から

� 連絡用ファスナーファイル

国
民
年
金
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
、
口
座
振
替

で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
場
合
の
「
便

利
」
で
「
お
得
」
な
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

口
座
振
替
で
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

と
、
自
動
引
き
落
と
し
で
納
め
忘
れ
の
心
配

が
な
く
、
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
と
時

間
が
省
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
前
納
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
現
金
で
月
々
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合

に
比
べ
て
割
り
引
き
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

　

１
年
度
分
ま
た
は
６
カ
月
分
を
前
納
し
た

場
合
は
、
月
々
納
め
る
よ
り
も
お
得
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
口
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

国
民
年
金
保
険
料
を

当
月
末
の
口

座
振
替
に
す
る
と

月
々
50
円

（
年
間
６
０
０
円
）
お
得
！

１
年
度
分
ま
た
は

６
カ
月
分

の

口
座
振
替
に
よ
る

前
納
は

も

っ

と

お

得

で

す
！

国民年金保険料納入額早見表（現金納付・口座振替比較）

※前納制度や口座振替のお申し込みは、帯広年金事務所に

お問い合わせください。

平成25年度
１カ月分 ６カ月分 １年度分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎月納付（納付書による現金納付
および翌月末振り替えの口座振替）

15,040円 ― 90,240円 ― 180,480円 ―

毎月振り替え
（当月末振り替えの口座振替）

14,990円 50円 89,940円 300円 179,880円 600円

６カ月前納
（現金納付） ― ― 89,510円 730円 179,020円 1,460円

（口座振替） ― ― 89,210円 1,030円 178,420円 2,060円

１年前納
（現金納付） ― ― ― ― 177,280円 3,200円

（口座振替） ― ― ― ― 176,700円 3,780円
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募　　集

お知らせ

訪問看護師（非常勤）募集

国保特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、
肝炎ウイルス検診、すこやか健診

　本別地域訪問看護ステーションでは訪問看護師を募集しています。

応募要件

看護師または保健師として実務経験が３年以上で、普通自動車運転免

許を所持している方

募集人数　若干名

勤務時間　午前９時－午後５時

　　　　　１日３－６時間勤務で、勤務時間・曜日等は相談に応じます。

給　　与　時給１，４５０円

休　　日　土、日、祝日、年末年始

応募方法　電話連絡の上、履歴書（写真貼付）をご持参ください。

締め切り　５月31日㈮
詳　　細　㈳北海道総合住宅ケア事業団本別地域訪問看護ステーション

� ☎２２－９０５０

日　　時　６月26㈬・27日㈭・28日㈮
　　　　　午前６時－10時（先着順、時間予約制）

場　　所　町民センター

※生活保護の方は無料、70歳以上の方は肝炎ウイルス検診のみ無料

申込期限　５月31日㈮午後５時まで

申込先・詳細� 役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１

第32回足寄ふるさと
花まつりを開催します

「母子健康手帳」の
交付方法について

電波は正しく
利用しましょう 

札幌足寄会の参加者募集

ＤＶ・セクハラ・差別など
で悩んでいませんか？

道の交通事故相談所を
ご利用下さい

自動車税は納期までに
納税をお願いします

町民ボランティアの
森づくり

自衛官候補生募集
　シバザクラを眺め、春の訪れを

感じながらみんなで焼肉を食べて

楽しみませんか。

日　時　５月26日㈰
　　　　午前10時－午後２時半

　　　　※雨天中止

場　所　里見が丘公園フラワー園

内　容　町民ステージショー、牛

の丸焼き、カマス挙げ大会、抽

選会、炭の無料配布など

詳　細　役場経済課商工観光担当

� ☎２５－２１４１内線２４２

交付方法　交付を希望される方は、

役場福祉課窓口にて随時交付し

ています。交付には書類記入等

で30分程度かかりますのでご了

承ください。

対応時間

　午前８時35分－午後５時５分

その他　交付に当たり準備する書

類等がありますので、お手数で

すが必ず事前に担当までご連絡

ください。

詳　細　役場福祉課保健推進担当

� ☎２５－２５７１

　不法無線局から出される不法電

波は、消防、救急、警察や鉄道、

航空機など人命に関わる重要無線

通信を妨害して、私たちの生活を

脅かします。「無線機の使用には

技適マーク を確認する」「電波

の利用には原則免許が必要」など、

電波のルールを守りましょう。

詳　細� 北海道総合通信局�

� ☎０１１－７０９－００９９

　札幌足寄会のみなさんと交流し

ませんか。

日　時　６月21日㈮　午後６時

場　所　熊の子食堂

参加費　４，５００円

申込期限　５月31日㈮
詳　細　役場総務課広報広聴担当

� ☎２５－２１４１内線３３５

　帯広人権擁護委員協議会、釧路

地方法務局帯広支局および帯広市

では、人権に関する悩み事や困り

事について、解決の糸口が見つか

らず困っている女性のために「女

性のための人権なんでも相談所」

を定期的に開設しています。

　夫やパートナーからの暴力、職

場におけるセクハラや男女差別、

離婚や相続に関する問題などで困

っている方は一度相談に来てみま

せんか。

　相談は女性の人権擁護委員を中

心に無料でお受けし、秘密は厳守

します。

※当日の相談は女性のみとなり

ます。

開設日

　①平成25年７月24日㈬
　②　　　　10月２日㈬
　③平成26年１月29日㈬
時　間　午後１時－３時30分�

場　所　とかちプラザ

詳　細　帯広人権擁護委員協議会

� ☎０１５５－２４－５８２３

　北海道では交通事故相談所を設

置し、交通事故により人身や物損

などの被害を受けた方やその家族

からの相談に対し、専任の相談員

が無料で応じています。

相談例

・事故に遭い、どうしたらいいか

・損害賠償額が適正かどうか

・示談をどう行ったらいいか

※相談を希望される方は、必ず事

前にご連絡ください。

詳　細� 十勝総合振興局

� 保健環境部環境生活課

� ☎０１５５－２６－９２４９

　自動車税は４月１日現在で自動

車をお持ちの方（運輸支局に登録

されている方）に納めていただく

北海道の税金です。道が事業を行

うための貴重な財源です。

　今年の納税期限は５月31日㈮で

すので、納期内納税にご協力をお

願いします。納税通知書は５月７

日ごろに発送しています。納税通

知書が届いていない場合や納税に

ついてのご相談がある方はお問い

合わせください。

　また、住所が変わったときは札

幌道税事務所自動車税部および運

輸支局で手続きを、自動車を売買

したときや廃車にしたときは運輸

支局で手続きをしてください。

北海道運輸局ホームページ

http://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/
詳　細

十勝総合振興局地域政策部納税課

� ☎０１５５－２７－８５３３

　緑のまちづくり協議会では、平

成18年度の低気圧で風倒被害に遭

った里見が丘の町有林に町木のア

カエゾマツ１，０００本を植樹し

ます。

日　　時

　５月26日㈰午前９時15分集合

　※雨天決行

集合場所　ネイパルあしょろ

その他　申し込みの必要はありま

せん。動きやすい服装でお越し

ください。受け付けで軍手とタ

オルを配布します。また、先着

２００人にブルーベリーの苗木

をプレゼントします。ご友人な

どお誘い合わせの上、どうぞお

気軽にご参加ください。

詳　細� 役場経済課林業振興担当

� ☎２５－２１４１内線２４４

詳　細� 自衛隊帯広募集案内所�

� ☎０１５５－２３－８７１８

健　　診　　名 対　　　　　象 料　　　　　金

国 保 特 定 健 診
・足寄町国民健康保険に加入してい
る40－74歳の方

無　　料

す こ や か 健 診
・足寄町国民健康保険に加入してい
る35－39歳の方

・40歳以上の生活保護受給者

胃・肺・大腸がん検診 ・40歳以上の方

・胃：２，１００円
・肺：５００円
・喀痰：１，３００円
・大腸：７００円

前 立 腺 が ん 検 診 ・50歳以上の男性の方 １，７９５円

肝炎ウイルス検診 ・35歳以上の方
・Ｃ型肝炎ウイルス検診：５００円
・Ｂ型肝炎ウイルス検診 (ＨＢ
ｓ抗原検査 )：３００円

募集種目 募集資格 受付期間 試 験 日

自衛官

候補生

男　子

18歳以上

27歳未満
随　時

受付時に

通知

自衛官

候補生

女　子

18歳以上

27歳未満

８月１日㈭
－９月６日㈮

９月22日㈰
－26日㈭
いずれか

１日
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☆小学３年生のわが家の息子は、

今通信教育に励んでいます。そ

んな彼が、添削テストの質問に

回答したのがこれ。

☆なんとも上から目線。はっきり

言って、偉すぎます。

☆彼にその真意を尋ねると、赤ペ

ン先生
3 3

に「〇〇と呼んで」と言

うのは失礼だと思い、気を使っ

たとのこと。

☆親として日本語の難しさを痛感

した出来事でした。

伊藤　希
き

空
ら

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年５月９日生まれ）

　４人兄妹の末っ子。毎日かく

れんぼや戦いごっこなどをして

遊んでいます。イタズラをして

家族を困らせたりもしますが、

みんなから愛されています。

� 力・ひとみさ
んの子

� （芽登本町）
長江　湊

そう

司
し

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年５月27日生まれ）

　車が大好きなやんちゃ息子。

お姉ちゃんと仲良く遊んだり、

けんかやイタズラしたりと騒が

しい毎日を送っています。素直

で優しい子に育ってね。

� 武寿・恵美さ
んの子

� （旭町１丁目）

阿部　実
み

結
ゆ

ち
  ゃ
   ん

� （平成23年５月13日生まれ）

　アンパンマンのにこさんとカ

ビルンルンが大好き。ぬいぐる

みのオムツ替えがマイブームみ

たいです。元気に育ってね。

� 麻央・陽さ
んの子

� （上螺湾）

　４月５日に行われた「芽登保育所入所式」

でのスナップです。

� （⇒12ページ）　

ひとのうごき
４月末の住民基本台帳

人　口　　７，５１０　人　（＋31)

　男　　　３，６３６　人　（＋23)

　女　　　３，８７４　人　（＋８)

世　帯　　３，５７４世帯（＋23)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


